
　

安
倍
政
権
は
参
議
院
選
挙
前
に
は
愛
想
笑
い
を
振
り
ま
き
つ
つ
、
そ
の
か
げ

で
社
会
保
障
給
付
抑
制
・
負
担
増
に
つ
い
て
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
等
を
用
い

て
準
備
し
て
き
た
。

　

二
〇
一
五
年
六
月
三
〇
日
に
経
済
財
政
諮
問
会
議
の
議
論
を
基
に
「
経
済
財

政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
（
骨
太
方
針
）
二
〇
一
五
」
を
閣
議
決
定
し
、
そ

れ
を
具
体
化
す
る
も
の
と
し
て
二
〇
一
五
年
一
二
月
二
四
日
に
「
経
済
財
政
再

生
計
画
改
革
工
程
表
」
を
決
定
・
公
表
し
た
（
二
〇
一
六
年
四
月
二
八
日
に
若

干
の
追
記
事
項
を
加
え
て
再
発
表
）。
社
会
保
障
に
つ
い
て
は
、
①
医
療
・
介
護

提
供
体
制
適
正
化
、
②
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
改
革
、
③
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
産
業
化
、

④
負
担
能
力
に
応
じ
た
負
担
、
給
付
の
適
正
化
、
⑤
薬
価
、
調
剤
、
医
薬
品
改

革
、
⑥
年
金
、
⑦
生
活
保
護
等
の
七
課
題
四
四
項
目
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
そ

の
う
ち
の
相
当
部
分
は
実
施
さ
れ
れ
ば
市
民
生
活
に
重
大
な
悪
影
響
を
及
ぼ
す
。

　

二
〇
一
六
年
六
月
二
日
に
は
「
規
制
改
革
実
施
計
画
」
と
「
一
億
総
活
躍
プ

ラ
ン
」
と
と
も
に
「
骨
太
方
針
二
〇
一
六
」
を
閣
議
決
定
し
た
。
骨
太
方
針
本

文
で
は
参
議
院
選
挙
投
票
日
前
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
か
、
社
会
保
障
に
つ

い
て
は
「
工
程
表
を
着
実
に
実
施
す
る
」
と
い
う
表
現
で
、
前
年
か
ら
準
備
し

て
き
た
具
体
論
は
前
面
に
出
さ
ず
、
選
挙
後
の
関
係
審
議
会
議
論
に
基
づ
い
て

二
〇
一
七
年
国
会
に
法
案
を
出
す
と
し
た
。

　

政
権
の
一
連
の
や
り
方
を
見
る
と
、
「
市
民
に
は
で
き
る
だ
け
情
報
提
供
・

説
明
を
し
な
い
」
「
省
庁
幹
部
職
員
は
、
二
〇
一
四
年
に
設
置
し
た
内
閣
人
事

局
に
よ
り
各
省
庁
の
部
長
・
審
議
官
以
上
の
職
員
約
六
〇
〇
人
の
人
事
権
を
首

相
と
官
房
長
官
が
直
接
握
る
こ
と
で
支
配
下
に
置
く
」
「
経
済
財
政
諮
問
会
議

等
で
作
っ
た
市
場
原
理
主
義
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
閣
議
決
定
し
て
、
諸
審
議
会
に

は
そ
の
追
認
の
み
を
求
め
る
」
と
い
う
露
骨
な
「
黙
っ
て
言
う
こ
と
を
聞
け
」

手
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。

　

七
月
一
〇
日
の
参
議
院
選
挙
終
了
と
前
後
し
て
社
会
保
障
審
議
会
の
介
護
保

険
部
会
、
医
療
保
険
部
会
が
相
次
い
で
審
議
を
再
開
し
た
。
こ
れ
ら
の
審
議
で

は
、
政
権
が
進
め
よ
う
と
す
る
結
論
あ
り
き
の
粗
野
な
社
会
保
障
攻
撃
に
対
し

て
、
関
係
審
議
会
委
員
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
が
良
識
を
も
っ
て
合
意
を
形

成
す
る
成
熟
し
た
民
主
主
義
を
対
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
保
障
の
機
能
強

化
を
図
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

私
た
ち
は
、
安
倍
政
権
に
よ
る
「
目
先
の
ご
ま
か
し
人
気
取
り
、
そ
の
日
暮

ら
し
・
気
分
勝
負
の
経
済
政
策
、
市
民
生
活
を
企
業
と
投
資
家
に
差
し
出
す
政

策
、
国
民
生
活
破
壊
の
制
度
改
悪
」
を
許
さ
ず
闘
う
。

　

社
会
保
障
審
議
会
・
医
療
保
険
部
会
は
五
月
二
六
日
に
基
礎
資
料
の
説
明
で

再
開
さ
れ
た
。

　

「
工
程
表
」
を
公
表
し
た
後
、
参
議
院
選
挙
が
終
わ
る
ま
で
医
療
保
険
制
度

に
つ
い
て
実
質
的
な
動
き
が
な
か
っ
た
が
、
七
月
一
四
日
の
部
会
で
は
六
月
二

日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
二
〇
一
六
（
骨

太
方
針
）
」
「
規
制
改
革
実
施
計
画
」
「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
に
基

づ
い
て
送
り
込
ま
れ
た
医
療
保
険
に
関
す
る
宿
題
が
示
さ
れ
た
。
医
療
保
険
に

つ
い
て
工
程
表
で
は
次
の
よ
う
な
問
題
の
あ
る
課
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

①
入
院
時
の
光
熱
水
費
相
当
額
負
担
、
②
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ポ
イ
ン
ト
付
与
な
ど

に
よ
る
保
険
料
支
援
の
仕
組
み
、
③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用
し
た
医
療
・
介
護

機
関
間
の
情
報
連
携
、
④
高
額
療
養
費
制
度
の
負
担
上
限
額
の
引
上
げ
、
⑤
後

期
高
齢
者
の
窓
口
負
担
の
引
上
げ
、
⑥
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用
し
た
金
融
資
産

把
握
に
よ
る
医
療
・
介
護
負
担
等
。

　

そ
の
う
ち
ま
ず
、
今
後
の
焦
点
に
な
る
と
思
わ
れ
る
「
高
額
療
養
費
」
と

「
後
期
高
齢
者
医
療
窓
口
負
担
」
を
取
り
出
し
て
具
体
的
な
審
議
が
始
ま
っ
た
。

い
ず
れ
も
「
骨
太
一
五
」
「
財
政
審
一
五
」
か
ら
の
持
越
し
で
、
地
公
退
は
提

起
さ
れ
た
時
か
ら
反
対
し
て
き
た
課
題
で
あ
る
。

＜

高
額
療
養
費＞

　

高
額
療
養
費
は
、
家
計
に
対
す
る
医
療
費
の
自
己
負
担
が
過
重
に
な
ら
な
い

よ
う
、
月
ご
と
の
自
己
負
担
限
度
額
（
被
保
険
者
の
所
得
と
年
齢
に
応
じ
て
設

定
）
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
保
険
者
が
支
払
う
制
度
で
、
患
者
の
医
療
を
保

障
す
る
う
え
で
日
本
の
医
療
保
険
制
度
の
極
め
て
優
れ
た
仕
組
み
で
あ
る
。

　

今
次
の
医
療
保
険
部
会
で
は
ま
だ
具
体
案
が
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ま

で
の
議
論
で
は
「
七
〇
歳
超
の
高
額
療
養
費
上
限
を
現
役
並
み
に
見
直
す
、
一

六
年
度
末
ま
で
に
結
論
を
だ
し
一
七
年
に
法
案
を
提
出
」
方
向
だ
っ
た
た
め
、

地
公
退
は
「
若
い
時
に
比
べ
て
医
療
費
の
絶
対
額
が
急
増
し
て
、
負
担
が
困
難

に
な
る
高
齢
者
の
実
態
を
無
視
す
る
も
の
」
と
し
て
反
対
し
て
き
た
。

＜

後
期
高
齢
者
医
療
窓
口
負
担＞

 

地
公
退
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
診
療
と
保
険
の
両
側
面
か
ら
高
齢
者

を
差
別
す
る
制
度
で
あ
る
と
し
て
廃
止
を
主
張
し
て
き
た
が
、
政
府
・
社
会
保

障
改
革
国
民
会
議
は
制
度
が
定
着
し
て
国
民
に
受
け
容
れ
ら
れ
た
と
し
て
存
続

を
主
張
し
て
い
る
。
加
え
て
昨
年
来
、
経
済
財
政
審
等
は
、
制
度
発
足
時
に
該

当
者
を
説
得
す
る
た
め
に
約
束
し
た
七
五
歳
超
医
療
費
定
率
負
担
一
割
を
見
直

す
方
針
を
出
し
、
医
療
保
険
部
会
も
審
議
を
開
始
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
部
会

で
は
ま
だ
具
体
案
が
示
さ
れ
て
い
な
い
が
こ
れ
ま
で
の
議
論
で
は
「
原
則
二
割

化
す
る
、
二
〇
一
九
年
度
以
降
に
七
五
歳
に
な
る
者
は
七
四
歳
ま
で
の
二
割
を

維
持
、
既
に
七
五
歳
を
超
え
て
い
る
者
は
段
階
的
に
二
割
化
、
集
中
改
革
期
間

（
二
〇
一
六
～
一
八
年
度
）
中
に
で
き
る
だ
け
早
く
具
体
化
す
る
」
方
向
だ
っ

た
た
め
、
地
公
退
は
「
若
い
時
に
比
べ
て
医
療
費
の
絶
対
額
が
急
増
し
て
、
負

担
が
困
難
に
な
る
高
齢
者
の
実
態
を
無
視
す
る
も
の
」
と
し
て
反
対
し
て
き
た
。
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財
政
審
等
が
求
め
る
「
給
付
の
見
直
し
」
の
最
大
の
課
題
は
、
介
護
保
険
の

給
付
対
象
を
「
要
介
護
三
以
上
」
と
し
、
そ
れ
以
下
は
市
町
村
の
地
域
支
援
事

業
に
移
行
さ
せ
る
か
、
全
額
自
己
負
担
化
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
、
要

介
護
二
以
下
の
認
定
者
数
は
認
定
者
全
体
の
六
五
％
以
上
を
占
め
て
お
り
、
見

直
し
案
は
、
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
者
の
約
三
分
の
二
を
介
護
保
険
の
給
付

か
ら
排
除
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
ま
さ
に
「
保
険
あ
っ
て
給
付
な
し
」

の
介
護
保
険
に
陥
ろ
う
と
し
て
お
り
、
制
度
発
足
後
一
六
年
目
に
し
て
、
介
護

保
険
は
制
度
の
根
幹
に
か
か
わ
る
改
悪
が
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

　

七
月
二
〇
日
の
審
議
会
の
検
討
テ
ー
マ
は
、(

一)

「
軽
度
者
」
へ
の
支
援
の

在
り
方
（
①
要
支
援
・
要
介
護
度
に
応
じ
た
支
援
の
在
り
方
、
②
訪
問
介
護
に

お
け
る
生
活
援
助
の
見
直
し
・
地
域
支
援
事
業
へ
の
移
行
、
利
用
者
負
担
の
引

上
げ
、
③
生
活
援
助
以
外
の
介
護
給
付
及
び
予
防
給
付
の
見
直
し
）
、(

二)

福

祉
用
具
・
住
宅
改
修
の
在
り
方
（
福
祉
用
具
・
住
宅
改
修
へ
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

と
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
チ
ェ
ッ
ク
、
利
用
方
法
や
費
用
負
担
の
見
直
し
）
、
の
二
点
。

　

審
議
会
で
は
厚
労
省
が
示
し
た
論
点
に
つ
い
て
、
介
護
保
険
に
お
け
る
「
要

介
護
二
」
以
下
の
軽
度
者
の
支
援
、
と
り
わ
け
訪
問
介
護
に
お
け
る
生
活
援
助

の
見
直
し
を
中
心
に
、
様
々
な
賛
否
両
論
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

 

軽
度
者
支
援
の
給
付
は
必
要
の
主
張　

　

①
独
居
・
老
老
世
帯
の
増
加
に
よ
り
生
活
支
援
ニ
ー
ズ
が
増
大
す
る
中
、
生

活
介
護
の
見
直
し
後
、
誰
が
生
活
支
援
を
行
う
の
か
、
②
軽
度
者
へ
の
給
付
除

外
は
介
護
す
る
家
族
の
問
題
に
つ
な
が
る
。
「
介
護
離
職
ゼ
ロ
」
の
政
府
方
針

に
も
逆
行
す
る
。
③
生
活
援
助
は
専
門
職
の
仕
事
で
あ
り
、
誰
で
も
で
き
る
仕

事
で
は
な
い
、
④
軽
度
者
の
自
立
に
視
点
を
置
く
と
、
予
防
給
付
の
効
果
は
抜

群
に
大
き
い
、
⑤
軽
度
者
支
援
は
、
「
重
度
化
防
止
・
自
立
生
活
支
援
」
の
制

度
創
設
時
か
ら
の
基
本
理
念
で
あ
り
、
今
日
も
何
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
は
ず
。

 

軽
度
者
支
援
の
給
付
か
ら
除
外
の
主
張

　

①
制
度
の
持
続
可
能
性
維
持
の
た
め
に
は
「
地
域
包
括
ケ
ア
の
視
点
」
を
取

り
入
れ
、
よ
り
一
層
の
重
点
化
・
効
率
化
が
必
要
。
②
「
給
付
の
重
点
化
・
効

率
化
」
の
観
点
か
ら
は
、
「
生
活
援
助
の
原
則
自
己
負
担
」
は
や
む
を
得
な
い
、

③
給
付
か
ら
の
除
外
は
ま
ず
要
介
護
一
か
ら
検
討
す
べ
き
。
④
訪
問
介
護
に
介

護
福
祉
士
を
充
て
る
必
要
は
な
い
。
⑤
要
介
護
に
つ
な
が
る
状
態
や
病
気
の
早

期
発
見
に
重
点
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
、
⑥
財
政
的
可
能
性
や
介
護
人
材
の

制
約
か
ら
も
、
要
介
護
三
以
上
へ
の
給
付
の
重
点
化
は
避
け
ら
れ
な
い
。

　
　

委
員
の
立
脚
基
盤
を
反
映
し
賛
否
両
論
が
展
開
さ
れ
る
中
で
、
二
〇
一
四
年

改
正
で
実
施
さ
れ
た
、
予
防
給
付
（
訪
問
介
護
、
通
所
介
護
）
の
市
町
村
事
業

へ
の
移
行
・
新
総
合
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
、
「
そ
の
検
証
こ
そ
前
提
と
し
て

行
わ
れ
る
べ
き
」
と
の
意
見
が
多
く
出
さ
れ
た
。

　

と
り
わ
け
制
度
の
実
施
者
で
あ
る
市
長
会
の
代
表
は
、
「
新
総
合
事
業
の
実

施
で
四
苦
八
苦
し
て
い
る
。
今
年
度
四
月
か
ら
実
施
で
き
て
い
る
自
治
体
は
全

体
の
三
分
の
一
。
地
域
の
力
が
弱
ま
っ
て
い
る
中
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生

を
図
り
つ
つ
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
に
は
、
時
間
が
か
か
る
。

今
の
状
況
の
中
で
ま
た
〝
新
た
に
軽
度
者
へ
の
支
援
事
業
と
し
て
給
付
を
見
直

す
〟
と
い
う
こ
と
に
は
と
て
も
じ
ゃ
な
い
が
市
町
村
と
し
て
は
対
応
し
か
ね
る

の
が
現
状
」
と
、
よ
り
慎
重
な
検
討
を
要
望
し
た
。
し
か
し
厚
労
省
は
「
予
防

給
付
の
市
町
村
事
業
へ
の
移
行
の
実
態
検
証
」
は
行
わ
な
い
こ
と
を
表
明
し
て

い
る
。

　
　

八
月
一
九
日
の
審
議
会
で
は
、
利
用
者
負
担
に
つ
い
て
は
、
「
制
度
の
持
続

性
確
保
、
保
険
料
上
昇
の
抑
制
」
を
口
実
と
し
た
、
利
用
者
負
担
率
の
一
割
→

二
割
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
負
担
上
限
額
三
七
二
〇
〇
円
→
四
四
四
〇
〇
円
、
施

設
利
用
者
の
食
費
・
居
住
費
へ
の
補
足
給
付
の
適
用
厳
格
化
な
ど
の
財
政
審
等

が
示
し
た
厳
し
い
見
直
し
案
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
た
。

 

利
用
者
負
担
率
二
割
に
つ
い
て

　

①
高
齢
者
の
経
済
負
担
も
限
界
に
近
い
、
国
費
負
担
裏
付
け
の
拡
充
を
、
②

介
護
は
重
度
化
・
長
期
化
す
る
た
め
利
用
者
の
負
担
感
は
大
き
く
、
医
療
と
同

列
に
論
じ
る
の
は
慎
重
な
検
討
を
、
③
高
齢
者
を
中
心
に
生
活
保
護
世
帯
が
増

加
し
て
お
り
、
負
担
能
力
の
限
界
を
超
え
る
状
況
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
に
、
④

二
割
負
担
導
入
で
サ
ー
ビ
ス
の
「
利
用
控
え
」
が
起
こ
っ
た
。
二
割
負
担
は
本

人
・
家
族
に
余
り
に
過
酷
、
⑤
医
療
保
険
と
の
整
合
性
を
持
た
せ
る
た
め
、
負

担
割
合
引
上
げ
は
必
要
、
⑥
利
用
者
負
担
を
上
げ
な
け
れ
ば
保
険
料
を
上
げ
る

し
か
な
い
。
セ
ッ
ト
で
考
え
る
べ
き

 

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
引
上
げ

　

①
医
療
と
介
護
は
前
提
が
違
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
は
必
要
、
②
一
定
以
上

の
所
得
者
の
上
限
は
四
四
四
〇
〇
円
に
引
き
上
げ
る
べ
き
、
③
医
療
と
の
バ
ラ

ン
ス
や
、
現
役
世
代
と
の
観
点
か
ら
在
り
方
を
見
直
す
べ
き

　

な
お
、
事
務
局
案
に
は
な
い
「
ケ
ア
プ
ラ
ン
へ
の
自
己
負
担
導
入
」
に
つ
い

て
意
見
が
出
さ
れ
、
賛
否
そ
れ
ぞ
れ
の
発
言
が
あ
っ
た
。

 

補
足
給
付
適
用
の
厳
格
化
に
つ
い
て

　

①
預
貯
金
の
調
査
な
ど
、
市
町
村
は
事
務
負
担
が
非
常
に
大
き
く
住
民
の
理

解
も
得
に
く
い
、
②
所
得
要
件
や
資
産
要
件
の
見
直
し
は
妥
当
。
不
動
産
勘
案

に
は
リ
バ
ー
ス
モ
ゲ
ー
ジ
の
活
用
を
、
③
リ
バ
ー
ス
モ
ゲ
ー
ジ
は
相
続
と
の
関

連
も
あ
り
、
今
後
の
検
討
課
題
に
、
④
不
動
産
勘
案
に
つ
い
て
は
、
実
効
性
に

大
き
な
懸
念
が
あ
り
、
慎
重
な
検
討
を
、
⑤
資
産
勘
案
に
際
し
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
積
極
的
活
用
を
、
⑥
補
足
給
付
は
低
所
得
者
対
策
で
あ
り
、
介
護
保
険

財
源
で
は
な
く
他
の
制
度
を
設
け
る
べ
き

 

介
護
納
付
金
の
総
報
酬
割
に
つ
い
て

　

①
介
護
納
付
金
の
総
報
酬
割
の
導
入
は
、
現
役
世
代
に
過
大
な
負
担
を
求
め

る
も
の
で
反
対
、
②
総
報
酬
割
の
導
入
よ
り
給
付
の
効
率
化
・
適
正
化
を
優
先

す
べ
き
、
③
来
年
度
か
ら
後
期
高
齢
者
支
援
金
が
全
面
報
酬
割
に
移
行
す
る
段

階
で
あ
り
、
介
護
に
つ
い
て
は
時
期
早
尚
で
あ
る
、
④
現
行
の
仕
組
み
は
報
酬

の
違
い
を
反
映
し
て
お
ら
ず
不
合
理
。
加
入
者
割
か
ら
総
報
酬
割
に
移
行
す
べ

き
、
⑤
加
入
者
割
は
社
会
保
険
料
の
逆
進
性
を
強
め
て
お
り
、
世
代
内
公
平
性

の
視
点
か
ら
見
直
し
が
必
要

 

被
保
険
者
範
囲
の
拡
大
に
つ
い
て

　

八
月
三
一
日
に
は
、
介
護
保
険
の
普
遍
化
を
目
的
と
し
た
「
被
保
険
者
範
囲

の
拡
大
」
に
つ
い
て
審
議
し
た
が
、
障
害
者
や
若
者
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
な

ど
、
全
体
的
に
消
極
論
が
多
く
、
積
極
論
は
少
数
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
七
月
二
〇
日
、
社
会
保
障
審
議
会
介
護
保
険
部
会
は
、
財
政
審
や
骨
太
方
針
で
求
め
ら
れ
て
い
た
介
護
保
険
に
お
け
る
「
給
付
抑
制
・
利
用
者
負
担
増
」
の
具
体

化
に
向
け
本
格
的
な
審
議
を
開
始
し
た
。
以
降
、
審
議
会
は
八
月
一
九
日
、
三
一
日
、
九
月
七
日
と
開
催
さ
れ
、
給
付
対
象
や
内
容
の
見
直
し
（
削
減
）
や
利
用
者

負
担
引
上
げ
、
被
保
険
者
の
範
囲
拡
大
な
ど
を
テ
ー
マ
に
集
中
的
な
検
討
が
進
め
ら
れ
た
。

　
審
議
の
日
程
は
、「
年
内
に
審
議
会
の
意
見
の
取
り
ま
と
め
、
来
年
の
通
常
国
会
へ
改
正
法
案
提
出
」
と
な
っ
て
お
り
、
実
質
的
に
今
後
四
か
月
間
で
、
介
護
保

険
の
基
本
理
念
に
関
わ
る
重
大
な
制
度
改
悪
が
極
め
て
短
期
間
の
審
議
で
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
退
職
者
連
合
や
連
合
を
通
じ
た
「
制
度
改
悪
反
対
・
安
心

と
信
頼
の
介
護
保
険
制
度
の
実
現
」
に
向
け
た
取
り
組
み
強
化
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

　
　


